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お茶の水女子大学の状況

• お茶の水女子大学の規模
– 人間文化創成科学研究科のみの1研究科

5つの専攻（比較社会文化学、人間発達科学、
ジェンダー学際研究、ライフサイエンス、理学）

大学院生995名 （学部生2,062名）
（平成24年5月1日現在）

– 学位授与：9月と3月の年2回、毎年約60名

• 学位論文のリポジトリとして収録状況
学位規則改正前：23件
※国立国会図書館の学位論文のデジタル化事業によるものが大半



省令の改正前「印刷公表」の状況

 学位論文最終稿を２部教務チームに提出

 学位授与が決まったら
‒ 教務チームで製本
‒ １冊は国立国会図書館へ
‒ もう１冊は附属図書館へ（図書館所蔵資料とし
て書庫に配架。OPAC検索可能。館内閲覧のみ。
複写は通常の図書と同様、著作権の範囲内）



省令の改正を受けて考えたこと

 省令改正の趣旨を汲む

 公表は「著者の権利」であることを認識

 大学・著者にとって不利益になることはしない

 学生や教員の不安、図書館の負担の軽減を
図る

 公表できる博士論文は、漏れなくリポジトリに
収録



省令の改正を受けて実施したこと

 お茶の水女子大学学位規則改正

（教務チーム）

 学位申請手続きの変更 →このあとご紹介

（教務チーム／図書・情報チーム）

 当事者への周知活動 →3種類。このあとご紹介

（教務チーム／図書・情報チーム）



学位申請手続きの変更

「博士論文のインターネット公表に関する

状況報告書」を提出

博士論文題目届提出後、教務チームに学生が提出

※著作権処理の相談に図書館が早い段階で相談に応じる

※論文審査委員会で「やむを得ない事由」について審議する
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博士論文公開の手順
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みなさんは決められた方法・タイミングで
論文や書類を提出すればOK！
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※博士論文公開に関する提出書類
様式①「博士論文のインターネット公表に関する状況報告書」
様式②「TeaPot登録依頼書」
様式③「博士論文全文複写許諾書」(要約公表の場合のみ)

H25.9.18実施「著作権ガイダンス」PPTより







（中略）



学位審査手続に関する説明会
（学位取得予定者対象）

学位取得予定者向けの学位審査手続きの説明会

例年1回（6月）開催していたのを、
今年は3回（4、5、6月）開催

・主催は教務チーム

「博士論文提出要項」を配布

・図書館担当者も同席

学位規則改正の趣旨

インターネット公表に関する簡単な説明

→参加者からの質問多数
「○○はやむを得ない事由になる？」

「何をしなくてはいけないの？」

やったこと
その①



改正学生規則に関する研修会
（教員対象：大学院FD講演会）

開催日時：平成25年7月17日 13:30-15:30
主な内容：学位規則改正の趣旨、意義について

（文部科学省 首東誠氏）
著作権等の権利処理について

（信州大学附属図書館 森一郎氏）
知的財産（特許出願など）との関連について

（知的財産本部 北岡タマ子氏）
学位審査時の変更点について

（教務チーム）

質疑応答
参加者数：約120名（内約40名は学外関係者）

やったこと
その②



著作権ガイダンス
（学位取得予定者対象）

開催日時：平成25年9月18日 15:00-16:30
主催：附属図書館（リポジトリ担当＆情報リテラシー担当）

参加者数：約30名

※一橋大学さんが博論の著者向けに開催された

「博士論文掲載のための著作権ガイダンス」のテキストを全面的に参考。

※論文を執筆するにあたって「知っておくべきこと・意識しておくべきこと」を

紹介

→質疑応答、個別相談が多数 やったこと
その③



今後に向けて

持続可能で有効な情報共有のしくみづくり
–学生や教員の不安＆事務の負担軽減

→大学固有の悩みもあるが、
基本的には情報共有ができるはず

→最小限の労力で最大限の効果を目指したい


